
  
競合品目・競合企業リスト 

 

 

申請 

品目 

バイコックス アイアン

注射液 

申 請 

年月日 

平成 30 年 9月 28 日 

 

申請 

者名 
バイエル薬品株式会社 

 

 

 

薬事分科会審議参加規程における、上記申請品目に係る競合品目、競合企業及びその

選定理由は以下のとおりです。 

 

 

 販 売 名 ／ 開 発 名 競 合 企 業 名 

競合品目１ トンキー200 フジタ製薬株式会社 

競合品目２ 豚用コクシックス リケンベッツファーマ株式会社 

競合品目３ 豚用メイズリル Meiji Seika ファルマ株式会社 

 

 

競 合 品 目 を 選 定 し た 理 由 

バイコックス アイアン注射液はグレプトフェロン溶液（デキストラン鉄の一種）とトルトラズリルを有効成

分とし、鉄欠乏性貧血の予防及び子豚のコクシジウム病の発症防止を効能効果（予定）とする製品であ

る。 

そのため、デキストラン鉄（液）を有効成分とし、子豚の鉄欠乏性貧血の効能効果をもつ注射液の中で

2019年の上半期最も売り上げの高い (*富士経済社調べ) トンキー200 競合品と選定した。 

トルトラズリルを有効成分とし、子豚のコクシジウム病の発症防止を効能効果とする製品は経口投与剤

しか承認されておらず、豚用バイコックスとなる。豚用バイコックスはバイエル薬品株式会社の製品であ

るため、その後発品で2019年の上半期最も売り上げの高い（*富士経済社調べ）豚用コクシックスと2番

目に売り上げの高い豚用メイズリルを競合品と選定した。 

 

 

 



  
競合品目・競合企業リスト 

 

申請 

品目 

ツラスロマイシンを有

効成分とする注射剤 

申 請 

年月日 
平成30年11月1日 

申請 

者名 

ゾエティス・ジャパン株

式会社 

 

 

 

薬事分科会審議参加規程における、上記申請品目に係る競合品目、競合企業及びその

選定理由は以下のとおりです。 

 

 

 販 売 名 ／ 開 発 名 競 合 企 業 名 

競合品目１ 豚用ザクトラン注 
ベーリンガーインゲルハイムアニ

マルヘルスジャパン株式会社 

競合品目２ マルボシル2%、同10％ Meiji Seika ファルマ株式会社 

競合品目３ ビクタス注射液5％ 
DSファーマアニマルヘルス株式

会社 

 

 

競 合 品 目 を 選 定 し た 理 由 

豚の肺炎に対する効能効果を有する注射剤であるため。 

申請品目は牛を対象とした効能効果も承認されているが、本申請は豚における使用禁止期間の変更で

あるため、豚を対象とした効能効果を有する製剤を競合品目として選定した。 

 

 

 


